　喀痰吸引等業務（特定行為業務）の提供に係る説明書


（説明日）　　　年　　月　　日

　　（利用者名・家族名）　　様　
　（施設名）        　　　　　　　　
　 施設長　　       （施設長名）　　

　これまで、たんの吸引や経管栄養等の行為は、医師や看護職員または一部の限定された介護職員等にしか認められていませんでした。
　しかしながら、将来にわたって、より多くの高齢者の方に、安全にたんの吸引等のケアが提供できるよう、介護職員等によるたんの吸引等を広く認める介護保険法の改正（「介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律（平成23年法律第72号）」）が行われました。
これにより、一定の研修を修了した介護職員等は、安全性が確保された介護施設等において、医療関係者との連携の下にたんの吸引等を行うことができるようになりました。
このため、施設としては、将来的に多くの介護職員等がたんの吸引等のケアを安全に提供できるよう、介護職員等の養成に協力する方針としております。　
つきましては、施設の方針に賛同いただき、介護職員等が、貴利用者様又はご家族様に対し、研修として実施する以下のケアを行うことについて同意していただきますよう、宜しくお願いいたします。
記

□  口腔内の喀痰吸引
□  鼻腔内の喀痰吸引
□  気管カニューレ内部の喀痰吸引
□  胃ろうによる経管栄養
□  腸ろうによる経管栄養
□  経鼻経管栄養　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※１ 施設で研修を行う介護職員等は、50時間の講義と筆記試験及び演習で必要な知識・技術を修得していると認められた者に限ります。
※２ 研修は、医師の指示のもと、施設内の指導看護師が付き添いながら実施します。
※３ 研修実施にあたっての安全管理が図れるよう、施設において医師と看護職員との連携及び役割分担、利用者様等の書面による同意承認（同意を得るのに必要な事項について説明等の適切な手続の確保を含む。）、事故発生時の対応（関係者への報告、実地研修協力者家族への連絡など適切かつ必要な緊急措置、事故状況等について記録及び保存等を含む。）等について、体制を整備しております。
